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( 1 ) 
-290- 人間福祉学
表 1 各項目の出所
筆者らの独自項目 ポーテージ 津守・ S-M
E-8-P E-l-M E-I0-R E-l-P E-3-M E-21-R E-9-M E-7-R 
E-9-P E-2-M E-II-R E-2-P E-5-M E-22-R E-20-M 
E-4-M E-12-R E-3-P E-6-M E-23-R 
E-7-M E-13-R E-12-P E-8-M 
食 E-IO-M E-14-R E-21-P E-12-M 
E-l1-M E-15-R E-13-M 
E-23-M E-16-R E-14-M 
E-17 -R E-15-M 
. 
E-18-R E-16-M 









X-l-P X-3-M X-9-R X-5-P X-2-M X-16-R X-20-M 
、
X-ふP X-8-M X-12-R X-13-P X白 9-M X-18-R 
x-3-P X-13-M X-14-R X-15-P X-I0-M X-22-R 
排 X-4-P X-18-M X-lふR X-16-P X-I1-M 
X-6-P X-19-M X-17 -R X-17 -P X-21-M 
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D-I0 D-24 D-51 D-43 . 
衣 • . 
D-ll D-25 D-52 D-44 . . 
D-12 • D-26 D-54 D-45 . 





D-14 D-27 . D-47 • . . 






























































































p (生理的発達) 人数 M (操作や道具の使用) 人数 R (認知・意志表示〉 人数









































スプーンを上から持って自分て食 38 言われれは， iいたたきますj を 36 
へる 86.4 する 81.8 
E-1 
スプーンを下から持って自分て食 18 言われれは， iこちそうさまJを 35 . 
、 へる 40.9 する 79.5 
E-12 食へ物以外は口に入れない
26 スプーン・お茶碗を使って自分て 35 指摘されれは，自分の口元を一人 33 
59 1 食事をする 79.5 て拭く 750 
E-13 ストローて飲む
42 言われれは，円、たたきます」を 32 
95 5 するまで待てる 72.7 
E-14 
フォークを両手て持ちすくって食 25 社会的意味を持った会食か可能と 15 
へる 568 なる 34.1 
E-15 
フォークを片手て持ちすくって食 39 自分の席はしっかりと分かってい 32 
へる 88.6 る 72.7 
E-16 フォークて刺して食へる
31 自分の席に他児か座っていると， 21 
70.5 頑固に怒る 47.7 
E-17 箸を両手て持ちすくって食へる
1 自分て， iし、たたきます」をする 23 
25.0 まて待てる 52.3 
E-18 箸を片手て持ちすく って食へる
20 他児(者)のものを取って食へな 23 
45.5 52.3 
E-19 箸て刺して食へる
19 食物の晴好や食器の好みかはっき 28 


















1 言葉の指示に従い，食事の準備を 23 
25.0 手伝う 52.3 
9 足りない物かあると，自分て取り 19 
E-24 手伝うとナイフや包丁を使う 20.5 lこ行く 43.2 
E-25 
自分てナイフや包丁を使い食へ物 色々な場面において，ちゃんと自 13 






















日中の排尿間隔か2時間以上 33 スホンやパンツを履かせてもらう 41 
空く 750 時，脚を差し出す 93.2 
X-3 
オムツか汚れたら，気持ち悪 37 スホンやパンツを脱かせてもらう 42 













トイレに行きたそうな様子を 36 足首まて通してもらうと，スポン 42 
X-8 やパンツを自分て号!っ張り上けよ




34 トイレに行くと自分でしたかり， 16 
パンツを脱こうとする 77.3 他者か手伝おうとすると嫌かる77.3 36.4 
X-10 
洋式トイレに座っていられる 34 緩めてもらうと，自分てスホンか 36 
(姿勢) 77.3 脱ける 81.8 
X-l1 
手伝ってもらうと，自分て洋 35 タオルを渡してもらうと，自分て 33 
式トイレに座れる(運動) 77.5 手を拭ける 750 
X-12 
自分て洋式ト イレに座れる 24 声かけに従って，自分てできるこ 32 
(運動) 54.5 とはする 72.7 
トイレに連れて行くと，約排2 38 排尿(便)を失敗した時には，後 21 
X-13 日に 1回は排尿あるいは 便
86.4 片付けを手伝おうとするをする 47.7 
X-14 
トイレに連れて行くと，排尿 37 排尿あるいは排便をする場所を知っ 38 
をする 84.1 ている 86.4 
X-15 
トイレに連れて行くと，排便 30 全体に声をかけたたけて，てきる 26 
をする 68.2 ことは自分てする 59.1 
X-16 日中は，漏らさない
24 排尿(便)の後て，自分から手を 16 
54.5 洗う 36.4 
X-17 昼寝の間，漏らさない
28 手を洗った後，自分からタオルて 27 
63.6 手を拭く 61.4 
X-18 
男の子は， トイレて立って用 23 男の子は，スホンを膝の辺りて止 13 
排尿は，出る前に知らせる
25 
を足す 63.9 めて立って用を足す 36.1 56.8 
X-19 
手伝ってもらうと，和式トイ 24 女の子は，パンツを膝の辺りて止 。
トイレの順番を待てる
22 




30 トイレに行くと，最初から最後ま 17 
432 682 て自分でしたかる 386 
X-21 自分てトイレの後始末かできる
13 自分てするのを他者に見て欲しか 18 
29.5 る 40.9 
X-22 
公共の場所のトイレて男性用と女 4 






I D-1 「脱こうね」と言われれは，脱ける 34 77 3 
D-2 回りの状況を見て，自分て脱ける 25 56.8 
D-3 足の先たけ靴に入れてもらうと，履ける 28 63.6 
D-4 「蹟こうね」と言われれは，履ける 27 61 4 
D-5 自分て，脱いたり履いたりできる 27 61 4 
D-6 回りの状況を見て，自分て履ける 25 568 
D-7 言われれは，けた箱に靴を入れることかできる 38 86.4 
D-8 自分て，けた箱に靴を入れることかてきる 30 682 
D-9 言われれは，けた箱から靴を出すことかできる 38 86.4 
D-10 自分て，けた箱から靴を出すことかできる 33 750 
D-11 自分の靴を入れる場所を知っている 32 72 7 
D-12 靴を脱いたり履いたりする場所を知っている 38 86.4 
D-13 靴の左右か分かっている 6 、 13.6 
D-14 自分の靴か分かっている 37 84.1 
D-15 お気に入りの靴かある 27 61 4 
D-16 上記のいすれの項目にも当てはまらない(全面 3 介助) 6.8 
着脱衣
靴下 人数(%) 
D-17 かかとまで脱かせてもらうと，脱ける 38 86.4 
D-18 自分か脱きたい時に， 脱ける 31 705 
D骨 19 「脱こうねjと言われれは，脱ける 29 65.9 
D幽20 回りの状況を見て，自分て脱ける 21 47.7 
D-21 足首まて履かせてもらうと，ヲ|っ張り上けれる 29 65.9 
D-22 足の先たけ入れてもらうと，履ける 25 56.8 
D-23 自分か履きたい時に，履ける 17 38.6 . 
D-24 「履こうね」と言われれは， 履ける 19 43.2 
D-25 回りの状況を見て，自分て履ける 16 364 
D-26 靴下の向きか分かっている 10 2 7 
D-27 左右のある靴下を，見分けることかできる 2 4.5 
D-28 上記のいすれの項目にも当てはまらない(全面 5 介助) 11.4 
着 脱衣
上着(ンャツ ・ノャ ンパー ・セータ一等) 人数(%) 
D-29 着せてもらう時，腕を差し出す 41 93.2 
D-30 かふりの上着に腕と首を通してもらえは，自分 36 て引 っ張り下ろせる 81.8 
D-31 自分て，かふりの上着の袖に腕を通せる 28 63.6 
D-32 自分て，かふりの上着をかふれる 20 45.5 
D-33 脱かせてもらう時，腕を号|っ込める 38 86.4 
D-34 袖を脱かしてもらえは，自分て首からかふりの 36 上着を脱ける 81.8 
D-35 自分て，かふりの上着の袖から腕を抜くことか 21 てきる 47.7 
D-36 ホタンやファスナーを外してもらえは，自分て 32 前聞きの上着を脱ける 727 
D-37 自分て，前開きの上着に腕を通せる 12 27.3 
D-38 自分一人て服を着ょうとする 20 45.5 
D-39 服を入れたりする自分用のロノカーを分かつて 30 いる 68.2 
D-40 衣服の前後か分かっている 8 18.2 
D-41 大きめのファスナーを開閉できる 28 63.6 
D-42 スナノプを外せる 27 61.4 
D-43 スナノプやかきホノクを掛けれる 5 11.4 
D-44 大きめのホタン(直径2cmくらい)を外せる 17 38.6 
D-45 大きめのホタン(直径2cmくらしつをはめれる 17 38.6 
D-46 服の着脱を自分でしたかる 20 45.5 
D-47 服を一人て着脱できる 8 18.2 
D-48 自分の服か分かっている 29 65.9 
D-49 お気に入りの服かある 19 43.2 
D-50 自分て着脱するのを見て欲しがる 15 34.1 
D-51 自分て着脱するのを見て欲しかり，誉めてもら 17 うと更にかんはる 38.6 
D-52 回りの状況を見て，着脱かできる 10 22.7 
D-53 状況や気候に応して，自分て服を選ひ着脱する 3 ことかできる 6.8 
D-54 上記のいずれの項目にも当てはまらない(全面介助〉 2.3 
? ?， 、 ， ?
? ? ，



































































































? ??? ??? 人間福祉学
以下で低いため，検定を行っても明らかに有意な差か認
められない25項目を除く， 122項目について，すべての










































以下に群であらわす(付表 1を参照、)。例えは， G -3 
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We report on construction of a form for evaluating physical self-management. We studied how three 
items -eating， excretion and dressing， are correlated with ego-development. 
correlations， we made a form for evaluating ego-development by evaluating physical self-management. 
The form was pilot-tested wlth forty-four mentally retarded children (36 boys， 8 girls) at a special-
deserved the From 
remedial nursery for the retarded. 
The form for evaluating physical self-management included eatlng (52 items)， excretlon (46 items)， 
dresslng (54 items). This was completed by nursery staff. Hence were checked 0 if the child could 
manage an item， or X if he/ she could not. 















































G-3"やる気[自主性]の現 E-7 自分て食べようとする x-8 足首まて通してもらう D明 3 足の先たけ靴に入れて
れ・自分でしたかる時 (他者か食べさせよう と， スホンやノマンツを もらうと，履ける
そこには必す他者か何 とすると取って自分て ヲ|っ張り上けようとす
等かの形て関与してい 食べようとする・食べ る(号|っ張り上げれな D-17 靴下をかかとまて脱か
る・ワロン :他者性を れなくてもよい〉 くてよい) せてもらうと，脱ける
発見





G-4"ワロン:心的発達と身 E-7 食べ物をスプーンに入 x-9 ズホンに自分て脚を通 D-5 靴を自分て，脱いたり
体発達の結び付き，相 れると，自分で口まて す 履いたりできる
互作用 運ひ食へる (但し紐は結へない)
(口による直接の食へ X-10 緩めてもらうと，自分











G-51大人の意志を理解し始 E-I0 言われれは， rし、たた X-ll タオルを渡してもらう D-1 「脱こうねJと言われ
め，交渉か相互的とな きます」をする と，自分て手か拭ける れは，靴を脱ける
り，また真似をするよ
うになる・ワロン:他 E-l1 言われれは， rこ馳走 X-12 トイレに連れて行くと， D-4 「履こうね」と言われ
者性を発見，他者の模 様Jをする 約2日に 1回は排尿あ れは，靴を履ける
倣・ 一対一的 るいは排便をする
(大人の声かけや意志 E-12 指摘されれは，自分の D-19 「脱こうね」と言われ


















































































G-llll場面を知覚し，そこに E-14 自分の席をマークによ D-8 自分て，けた箱に靴を
おける自分の役割や視 って区別している 入れることかできる
座を明確に設定する・
ワロン:拒否主義的な E-15 自分の席の位置か分か D-I0 自分てけた箱から靴を
傾向，とういう場面て っている 出すことかできる
もとういう場合ても相
手の意志、に対してかた E-16 自分の席に他児か座っ D-ll 自分の靴を入れる場所
くなに自分の意志を突 ていると，頑固に怒る を知っている
きつけていく時期，自



























11るつ 1 1 
G-1511反抗期 ・子供の記憶力IE-19 1食物の晴好や食器の好I IX-211自分てトイレの後始末



























































0-191内面世界の広かり・対 E-23 適切な食器を使う X-23 公共の場所のトイレて D-13 靴の左右か分かってい
象や場面の種々異なる 女性用と男性用か分か る
特徴か， うま く同定さ E-24 足りない物かあると， る
れて，組織的にまたー 自分で取りに行く (は D-26 靴下の向きか分かつて
貫した形ての比較や区 っきりと自他の区別・ いる
別か可能になる・ワロ 比較をし，自分て補う
ン:カァコリー的思考 ことかできる〉 左右のある靴下を，見
分けることかできる
II II 
E-2511色々な場面において，
ちゃんと自分て食事か D-40 服を入れたりする自分
てきる 用のロソカーを分かつ
ている
D-41 "衣服の前後か分かつて
いる
( 13) 
